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理
工
学
部
情
報
電
子
工
学

科
の
阿
部
正
英
教
授
の
新
刊

『
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｂ
対
応
　
デ

ィ
ジ
タ
ル
信
号
処
理
（
第
２

版
）』（
森
北
出
版
）
が
刊
行

さ
れ
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
信
号
処
理
の
基

礎
理
論
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト

で
、
豊
富
な
例
題
や
図
例
を

用
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
や
離
散
フ
ー
リ
エ

変
換
を
中
心
に
分
か
り
や
す

く
解
説
。
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｂ
に

よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
例
も

多
数
収
録
し
、
実
際
に
動
か

し
て
確
認
す
る
こ
と
で
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
興
味
の
あ
る
学
生
は
既
刊

『
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
対
応
　
デ

ィ
ジ
タ
ル
信
号
処
理
』
と
併

せ
て
読
ん
で
ほ
し
い
。

え
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
小

笠
原
健
悟
さ
ん
（
理
工
４
・

青
森
県
青
森
南
高
）
は
コ
ロ

ナ
禍
で
苦
労
し
た
経
験
を
振

り
返
り
つ
つ
、「
先
が
予
測

し
に
く
い
な
か
で
も
諦
め

ず
、
自
分
が
行
っ
て
き
た
こ

と
に
自
信
を
持
っ
て
就
職
活

動
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

　
参
加
し
た
３
年
次
生
は

「
早
め
早
め
の
行
動
が
大
事

で
あ
り
、
進
路
支
援
室
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
を
フ
ル
活
用
し

た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

い
て
鈴
木
准
教
授
に
熱
心
に

質
問
す
る
人
の
姿
も
見
ら
れ

た
。

　
鈴
木
准
教
授
は
、「
多
く

の
深
海
魚
が
水
揚
げ
さ
れ
る

石
巻
は
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
面
白
い
。
こ
れ
ら
の
有

効
利
用
を
探
る
研
究
を
通
じ

て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
た
。

日
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
。

　
流
通
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
実
践
的
に
学
ぶ
李

ゼ
ミ
。
国
内
外
に
東
松
島
産

海
苔
の
魅
力
を
広
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
２
０
１
９
年
春

か
ら
佐
藤
蓮
也
さ
ん
（
福
島

県
相
馬
東
高
）
ら
現
４
年
次

生
を
中
心
に
商
品
開
発
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
開
発
に
あ

た
っ
て
ゼ
ミ
生
は
、
海
苔
に

含
ま
れ
る
栄
養
素
（
葉
酸
、

ビ
タ
ミ
ン
、
食
物
繊
維
）
に

着
目
。
同
じ
く
美
容
効
果
が

期
待
で
き
る
梅
を
加
え
て
、

食
べ
や
す
く
簡
単
に
美
容
成

分
を
摂
取
で
き
る
梅
海
苔
ペ

ー
ス
ト
に
仕
上
げ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
受
け

た
が
、
地
道
に
活
動
を
続

け
、
よ
う
や
く
完
成
に
こ
ぎ

着
け
た
。
ゼ
ミ
長
の
菊
地
周

平
さ
ん
（
３
年
次
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
高
）
は
、「
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
、
自
信
作
が
完
成

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
」と
振
り
返
る
。

　
菅
原
悠
さ
ん（
２
年
次
・
宮

城
県
岩
ケ
崎
高
）
は
、「
更
な

る
新
商
品
の
開
発
も
進
め
て

い
る
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開

催
し
、
東
松
島
産
海
苔
の
ブ

ラ
ン
ド
化
促
進
に
努
め
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
現
在
、
子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
は

ピ
ー
ク
時
と
比
べ
て
低
い
水
準
に
あ
り
ま

す
。
外
出
自
粛
な
ど
の
影
響
で
更
な
る
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
子
ど
も
一
人
一

人
が
運
動
に
価
値
を
見
い
だ
し
、
意
欲
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
運
動
教
育
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康

習
慣
の
確
立
や
体
力
の
保
持
増
進
、
豊
か

な
人
間
形
成
に
つ
な
が
る
運
動
の
教
育
的

価
値
を
広
く
発
信
し
て
い
く
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
向
い
て
実
践

的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

研究室研究室
探訪探訪

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
論
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

論
、
健
康
科
学
と
身
体
運
動
、
体
育
な
ど

の
科
目
を
担
当
し
、
実
技
を
伴
う
授
業
で

は
、
学
生
個
々
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
指

導
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
研
究
室
で
は
、

子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
を
測
定
・
評

価
し
、
改
善
に
向
け
た
効
果
的
な
運
動
あ

そ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
。
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
、
幼
少
期
の
運
動
習
慣
や
運
動
に

対
す
る
意
識
は
中
高
年
ま
で
続
い
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
運
動
に

親
し
む
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
で
健
康
寿

命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
多
様
な
経
験
を
積

み
、
懐
の
深
い
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
学
生
時
代
に

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
そ
の
経
験

が
今
の
自
分
を
作
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の

４
年
間
は
貴
重
な
時
間
で
す
。
選
り
好
み

を
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑
戦
す
る
気

持
ち
を
持
っ
て
毎
日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。
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経
営
学
部
の
李
東
勲
ゼ
ミ

の
学
生
た
ち
が
、
宮
城
県
東

松
島
市
の
海
苔
養
殖
業
者
な

ど
と
協
力
し
て
、
同
市
の
特

産
品
で
あ
る
海
苔
を
使
っ
た

新
商
品
を
開
発
し
た
。「
の
り

う
ら
ら
」と
名
付
け
、11
月
26試食会で商品の特徴を紹介するゼミ生たち＝11月26日、東松島市

　
理
工
学
部
の
鈴
木
英
勝
准

教
授
が
、
仙
台
う
み
の
杜
水

族
館
（
宮
城
県
仙
台
市
）
で

11
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
「
深
海
ナ
イ
ト
水
族

館
」
の
深
海
魚
展
示
ブ
ー
ス

で
、
来
場
者
に
深
海
魚
の
魅

力
を
伝
え
た
。

　
当
日
は
説
明
パ
ネ
ル
の
ほ

か
、
石
巻
魚
市
場
に
水
揚
げ

さ
れ
た
深
海
魚
の
展
示
も
あ

り
、
多
く
の
人
が
会
場
を
訪

れ
た
。
普
段

目
に
す
る
こ

と
の
な
い
深

海
魚
へ
の
関

心
は
高
く
、

冷
凍
展
示
さ

れ
た
イ
ト
ヒ

キ
ダ
ラ
や
コ

コ
ノ
ホ
シ
ギ

ン
ザ
メ
に
触

れ
る
小
学
生

や
、
深
海
魚

の
生
態
に
つ

　
就
職
活
動
を
間
近
に
控
え

た
３
年
次
生
向
け
の
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス「
先
輩（
４
年
次
生

内
定
者
）
た
ち
に
よ
る
就
職

活
動
体
験
談
」が
11
月
18
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。

　
企
業
・
団
体
か
ら
内
定
を

得
た
４
年
次
生
10
人
が
、
自

ら
の
就
職
活
動
体
験
に
基
づ

い
た
成
功
の
秘
訣
、
企
業
選

び
の
ポ
イ
ン
ト
や
失
敗
談
、

公
務
員
試
験
合
格
の
ノ
ウ
ハ

ウ

な

ど

を

紹

介
。
参
加
者
か

ら
の
質
問
に
も

親
身
に
な
っ
て

答
え
た
。

　
大
沼
賢
さ
ん

（
経
営
４
・
埼
玉

県
春
日
部
共
栄

高
）
は
、「
周
囲

へ
の
感
謝
や
謙

虚
さ
を
持
っ
て

行
動
す
る
こ
と

で
必
ず
縁
の
あ

る
企
業
に
出
会

　
人
間
学
部
人
間
教
育
学
科

の
２
年
次
生
が
、
石
巻
圏
域

に
あ
る
小
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

　
理
工
学
部
機
械
工
学
科
自

動
車
工
学
コ
ー
ス
の
学
生
14

人
が
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

に
使
用
さ
れ
て
い
る
車
両
52

台
の
タ
イ
ヤ
交
換
や
点
検
作

業
を
行
っ
た

写
真
。

　
学
生
た
ち
は
、
一
般
社
団

深海魚の生態を解説する鈴木准教授（左）

プ
実
習
を
行
っ
た
。

　
同
実
習
は
人
間
教
育
学
科

の
「
専
門
教
養
演
習
」
の
一

環
。
参
加
し
た
37
人
は
13
班

に
分
か
れ
、
実
際
の
保
育
・

教
職
の
現
場
を
体
験
し
た
。

教
員
や
子
ど
も
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
実
践
へ
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
学
校
や
保
育
所

が
組
織
的
に
営
ま
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
小
学
校
教
員
志
望
の
玉
井

響
さ
ん
（
青
森
県
三
沢
高
）

は
「
本
当
に
楽
し
く
、
貴
重

な
経
験
が
で
き
た
。
教
員
に

な
っ
た
ら
、
昼
休
み
も
放
課

後
も
で
き
る
だ
け
子
ど
も
た

ち
と
過
ご
し
た
い
」
と
話

す
。
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
、

夢
に
向
け
た
思
い
を
一
層
強

め
て
い
た
。

内
定
獲
得
へ
ノ
ウ
ハ
ウ
語
る

法
人
日
本
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
協
会
が
実
施
し
た
「
２
０

２
１
年
秋
の
学
生
整
備
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
11
月
10
〜
12

日
、
本
学
自
動
車
工
学
セ
ン

タ
ー
）
に
協
力
し
た
。

　
10
日
は
３
年
次
生
10
人
が

16
台
、
11
、
12
日
は
４
年
次

生
４
人
が
36
台
を
担
当
し
、

佐
藤
匡
俊
、
千
葉
満
両
講
師

の
指
導
の
も
と
、
真
剣
な
表

情
で
作
業
を
こ
な
し
た
。

　
今
回
が
３
回
目
の
参
加
と

な
る
平
萌
絵
香
さ
ん
（
３
年

次
・
岩
手
県
花
巻
農
業
高
）

は
「
大
学
で
は
実
習
の
機
会

が
多
く
、
技
術
の
向
上
に
役

立
つ
。
前
回
よ
り
も
ス
ム
ー

ズ
に
作
業
が
で
き
た
」
と
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
自
動
車
関
連
企
業
へ
の
内

定
を
得
て
い
る
須
藤

舜
司
さ
ん
（
４
年
次

・
宮
城
県
仙
台
城
南

高
）
は
、「
学
生
時
代

に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
声

を
聞
き
な
が
ら
整
備

で
き
る
機
会
は
本
当

に
貴
重
。
社
会
貢
献

に
つ
な
が
る
体
験
が

で
き
る
点
は
本
学
の

魅
力
の
一
つ
」
と
話

し
た
。

 東松島産海苔使用

「のりうらら」開発

特
産
品
を
ブ
ラ
ン
ド
化

経
営
・
李
ゼ
ミ

深
海
魚
の
魅
力
を
伝
え
る

深
海
魚
の
魅
力
を
伝
え
る

理
工
・
鈴
木
准
教
授

理
工
・
鈴
木
准
教
授

ナ
イ
ト
水
族
館
に
協
力

ナ
イ
ト
水
族
館
に
協
力

石巻圏域の小・幼・保で
インターンシップ実習

人間教育学科

園児の運動をサポート＝石巻市河北幼稚園

新著を刊行

理工・阿部教授

自
作
の
資
料
を
用
意
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
４
年
次
生

「
新
刊（
左
）、既
刊
で
理
解
を
深

め
て
ほ
し
い
」と
阿
部
教
授

先
輩
た
ち
に
よ
る
就
職
活
動
体
験
談

5252
台
を
整
備
・
点
検

台
を
整
備
・
点
検

運
動
に
つ
い
て
講
義
す
る
髙
橋
助
教


